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大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
す

　

六
月
十
四
日
○土
か
ら
九
月
十
三
日
○土
ま
で

の
三
か
月
間
、
山
形
県
内
及
び
本
市
で
開
催

さ
れ
る
「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
山
形
Ｄ
Ｃ
）」。
Ｄ
Ｃ
と
は
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
国

内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

前
回
の
山
形
Ｄ
Ｃ
が
行
わ
れ
た
平
成
十
六
年

度
は
県
全
体
で
約
四
千
二
百
二
十
六
万
九
千

人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
過
去
最
高
を
記
録
し

ま
し
た
。
今
回
も
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
本
市
を
は
じ
め
県
全
体
の
観

光
振
興
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
で
鶴
岡
を
元
気
に

　

本
市
の
成
長
戦
略
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣

言
」
の
五
つ
の
文
化
都
市
宣
言
の
一
つ
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
観
光
文
化
都
市
宣

言
」。
観
光
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

み
、
交
流
人
口
（
そ
の
地
域
を
訪
れ
る
人
の

数
）
の
拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の

原
動
力
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
本
市
の
観
光
客
数
は

約
五
百
三
十
八
万
三
千
人
で
、
県
内
の
市
町

村
で
最
多
を
誇
り
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
観

光
客
が
、
本
市
に
訪
れ
て
み
た
い
と
感
じ
る

よ
う
、
そ
し
て
、
多
く
の
観
光
客
を
招
く
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
地
域
に
愛

着
や
誇
り
が
生
ま
れ
、
住
み
続
け
た
く
な
る

よ
う
、
山
形
Ｄ
Ｃ
で
は
次
の
三
つ
の
柱
を
中

心
に
、本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

特集●成功させよう山形デスティネーションキャンペーン

住んでよし
　訪れてよし
　　観光文化都市

鶴岡さ来てのぉ!!

◎山形DCキャラクター
　「きてけろくん」

〈３月１日の鶴岡駅舎のリニューアルセレモニーで、駅に到着した観光客を温かく迎えてくれた大宝幼稚園の皆さん〉
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山
形
Ｄ
Ｃ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
鶴
岡
の
魅
力

　

豊
か
な
自
然
や
伝
統
・
文
化
、
歴
史
的
価

値
の
高
い
建
物
な
ど
、
本
市
に
は
観
光
客
を

魅
了
す
る
多
く
の
観
光
素
材
が
あ
り
ま
す
。

山
形
Ｄ
Ｃ
で
は
、
県
内
全
市
町
村
が
一
斉
に

取
り
組
む
こ
と
か
ら
、
本
市
の
特
徴
的
な
観

光
素
材
で
あ
る
「
食
文
化
」、「
出
羽
三
山
」、

「
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
（
加
茂
水
族
館
）」
の

三
つ
を
中
心
に
重
点
的
な
P
R
を
し
ま
す
。

■
食
文
化

　

本
市
は
食
文
化
部
門
で
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都

市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
認
定
を
目
指
し

て
い
ま
す
。山
形
Ｄ
Ｃ
期
間
中
は
、
当
地
の

伝
統
野
菜
や
海
産
物
、
果
物
な
ど
が
豊
富
な

時
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
に
関

す
る
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で

旬
の
食
を
丸
ご
と
た
ん
の
う
で
き
ま
す
。

■
出
羽
三
山

 

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ

ポ
ン
」
で
三
つ
星
に
選
ば
れ
た
羽
黒
山
杉
並

木
や
国
宝
羽
黒
山
五
重
塔
が
あ
る
出
羽
三
山

の
羽
黒
山
。
今
年
は「
羽
黒
山
午
歳
御
縁
年
」

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

出
羽
三
山
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
が
多
く
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
（
加
茂
水
族
館
）

　

ク
ラ
ゲ
展
示
種
類
数
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

に
認
定
さ
れ
た
加
茂
水
族
館
。
十
六
年
間

培
っ
た
ク
ラ
ゲ
の
展
示
技
術
の
粋
を
結
集

し
、
ク
ラ
ゲ
の
水
族
館
と
し
て
六
月
一
日
○日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
世
界

最
大
級
の
円
形
の
ク
ラ
ゲ
の
展
示
水
槽
（
直

径
約
五
ｍ
）
な
ど
見
所
満
載
で
す
。

 ■６月14日○土はオープニングイベントを盛り上げよう

時間 イベント（場所／問合せ）
午前５時 30分 ●お汁等振る舞い（あつみ温泉朝市広場／あつみ観光協会☎43‐3547）
午前６時 ●農産物等セール、記念品プレゼント（長沼温泉「ぽっぽの湯」☎64‐4126）
午前６時 20分～７時 ●朝摘みプレミアムさくらんぼ狩り（鈴木さくらんぼ園☎57‐4061）
午前９時 ●御縁年記念ポストカードプレゼント（いでは文化記念館☎62‐4727）

●黒川能装束展示、黒川能切り絵はがきプレゼント（王祇会館☎57‐5310）
●オリジナルタオル・栃餅プレゼント（かたくり温泉「ぼんぼ」☎53‐3563）
●ミニソフトクリーム振る舞い（産直あぐり☎57‐3300）
●山形DC特別ブース設置、お汁等振る舞い（庄内観光物産館☎25‐5111、庄内おばこの　　
　里こまぎ☎35‐0234）

午前９時 30分 ●農産物等セール、先着プレゼント（四季の里「楽々」☎78‐2520）
●山菜等の販売、山菜汁振る舞い（産直あさひ・グー☎58‐1455）

午前 10時 ●餅振る舞い 他（道の駅「あつみ」しゃりん☎44‐3211）
午前 10時 30分 ●六十里越街道ミニトレッキング（注連寺／あさひむら観光協会☎53‐3411）

●初夏の梵字川渓谷さんぽ [ガイド付き ]（月山あさひ博物村☎53‐3411）
午前 11時～午後２時 ●山の恵みそばランチセット販売（そば処大梵字☎53‐3413）
昼頃 ●きらきらうえつDC号歓迎セレモニー（鶴岡駅・あつみ温泉駅／本所観光物産課内「鶴岡

　市観光連盟」事務局☎25‐2111 内線 543）
日没～午後９時 30分 ●善寳寺五重塔ライトアップ点灯式（善寳寺／同「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 548）

クラゲドリーム館
◎リニューアルオープン
◎世界最大級のクラゲ大水槽
◎ぐるっとバスの乗り入れ　　など

食文化
◎旬の食を楽しめるイベントの開催
◎豊かな食文化に関する情報発信
◎観光果樹園等の連携　　など

出羽三山
◎蜂子神社御開扉
◎羽黒山五重塔ライトアップ
◎午歳御縁年特別グッズ頒布　　など

 ■山形DCで重点的にＰＲする本市の３つの柱

　山形DCのオープニング当日、市内各所で特別企画が行われます。（数に限りがあるものもあります）
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山
形
Ｄ
Ｃ
成
功
を
支
え
る
取
り
組
み

　

山
形
Ｄ
Ｃ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
食
文

化
、
出
羽
三
山
、
加
茂
水
族
館
を
中
心
と
し

た
誘
客
事
業
に
加
え
、
広
報
活
動
の
強
化
や

公
共
交
通
機
関
等
の
二
次
交
通
の
整
備
を
行

い
、
観
光
客
が
訪
れ
や
す
く
、
滞
在
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
広
報
活
動
の
強
化

　

首
都
圏
や
仙
台
圏
、
山
形
Ｄ
Ｃ
の
前
後
に

行
わ
れ
る
他
の
Ｄ
Ｃ
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
ぐ
る
た
び
・
鶴

岡
を
食
べ
よ
う
」
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
情
報
発
信
、「
る
る
ぶ
鶴
岡
」
の
発
行
、

各
地
域
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷
新
や
外

国
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
な
ど
を
行

い
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

■
二
次
交
通
の
整
備

　

各
地
域
に
足
を
運
ぶ
た
め
の
二
次
交
通
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
鶴

岡
観
光
ぐ
る
っ
と
バ
ス
」
の
運
行
日
を
増
や

す
他
、
路
線
も
加
茂
水
族
館
ま
で
伸
ば
す
な

ど
し
、
各
施
設
を
効
率
的
に
巡
ら
れ
る
よ
う

運
行
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

お
も
て
な
し
の
心
で

　

旅
先
で
「
来
て
よ
か
っ
た
」、「
ま
た
行
っ

て
み
た
い
」
と
思
う
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す

か
。
そ
れ
は
、
美
し
い
景
色
を
見
た
り
、
お

い
し
い
物
を
食
べ
た
り
、
す
ば
ら
し
い
文
化

に
触
れ
た
り
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
笑
顔

の
人
た
ち
と
出
会
い
、
温
か
い
対
応
や
心
配

り
に
接
し
た
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲●１鶴岡ふうど（食×風土）駅スポ　庄内酒まつり2014＆
　鶴岡のれん2014
　鶴岡の食を楽しめるよう内容を充実させて開催。同時開催
の庄内の酒蔵が一堂に会する「庄内酒まつり」は新規企画。
「鶴岡のれん」では、各飲食店共通チケットで期間限定の特
別メニューが楽しめる

▲●２黒川能野外能楽「水焰の能」
　特別企画として「松山能」の出演や増田
正造氏（能楽研究家）の特別解説を企画、
凍み豆腐入り弁当の販売など、黒川能にじっ
くりと浸ることができる

出羽の古道
六十里越街道トレッキング

▲

　歴史と自然を満喫できる古
道。山形DCに合わせ新しい
コースでの散策を楽しめる
■問あさひむら観光協会☎53‐
3411

▲旬のフルーツ収穫体験
　サクランボの朝摘み体験、大粒系ブドウ
を組み合わせた宝石箱のようなお土産づく
り体験、スイーツカフェなどが楽しめる
■問櫛引観光協会☎57‐2115

▲●５羽黒山開山堂 蜂子神社御開扉
　出羽三山開祖の蜂子皇子を祀

まつ

る蜂子神社を開扉
し、明治以来、秘中の秘とされ幻といわれた御尊
像を初公開

▲●４赤川花火大会　
　全国トップクラスの花火師が競い合う「全国デ
ザイン花火競技大会」。日本花火100選でベスト
10入りし、全国の花火大会の中でも屈指の評価
を得ている
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期日 イベント（場所／問合せ）
６月 15日○日 ●うまイカ・干しイカ・イカまつり（鼠ケ関港／あつみ観光協会☎43‐3547）
６月下旬 ●櫛引さくらんぼまつり（産直あぐり、観光さくらんぼ園／櫛引観光協会☎57‐2115）
７月 19日○土
    ・20 日○日

●１鶴岡ふうど (食×風土 )駅スポ　庄内酒まつり 2014（鶴岡駅前各所／本所食文化推進室☎25‐21
　11 内線 527）

　　 26 日○土 ●２黒川能野外能楽「水焰の能」（櫛引総合運動公園／櫛引庁舎産業課☎57‐2115）
●由良岩ガキまつり（由良ふれあい広場／由良コミュニティセンター☎73‐4141）

８月２日○土 ●せせらぎの能（あつみ温泉温海川特設会場／あつみ温泉魅力づくり推進委員会☎43‐2024）
　　３日○日 ●３鶴岡伝統芸能祭（藤島体育館芝生広場／ふじしま観光協会☎64‐2229）

●焼き肉フェスティバル（藤島体育館芝生広場／藤島庁舎産業課☎64‐2111 内線 152）
　　８日○金 ●だだちゃ豆の日（鶴岡駅、市内各飲食店・居酒屋等／本所農政課☎内線 553）
　　15日○金 ●荘内大祭（鶴岡公園／荘内神社☎22‐8100）
　　16日○土 ●４赤川花火大会（赤川河川敷／赤川花火大会実行委員会☎28‐1873）
　　17日○日 ●おいやさ祭り（山王商店街／おいやさ祭り実行委員会☎23‐0370）
　　31日○日 ●八朔祭（羽黒山頂／羽黒町観光協会☎62‐4727）
９月５日○金 ●とれたて！お魚夕市「エビまつり」（鼠ケ関港／鼠ケ関自治会内「蓬莱塾」☎44‐2112）
　　７日○日 ●月山ワインまつり（赤川河川緑地／ JA庄内たがわ朝日支所☎53‐2513）
◎山形DC期間中に行われるその他のイベント・取り組みなど

●羽黒山五重塔ライトアップ（出羽三山神社☎62‐2355）
●善寳寺五重塔ライトアップ（本所観光物産課内「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 548）
●５羽黒山開山堂 蜂子神社御開扉 [～９月 30日○火 ] （出羽三山神社☎62‐2355）
●御縁年特別展示 [～ 11月 23 日○日 ]（いでは文化記念館☎62‐4727）
●１鶴岡のれん 2014[ ６月～ ]（市内各飲食店／本所食文化推進室☎内線 527）
●出羽民俗芸能奉納祭「神人交流」[７月 19日○土～８月 16日○土 ]（出羽三山神社☎62‐2355）
●街中散策と内川舟下り [期間内３回 ]（本所観光物産課内「鶴岡市観光ガイド協議会」事務局☎内　
　線 566）
●あつみ温泉ボランティアガイド（あつみ温泉／あつみ観光協会☎43‐3547）
●大山まちづくり「酒づくり町・大山」を巡るガイドツアー（本所観光物産課内「鶴岡市観光連盟」事
　務局☎内線 543）
●おもてなし講座（同「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 541）
●鶴岡観光ぐるっとバスの運行日・運行路線の拡充（同「鶴岡市観光連盟」事務局☎内線 566）
●市街地観光共通券購入者へクーポン券配布（本所観光物産課内「鶴岡観光協会」事務局☎内線 566）

 ■山形DC期間中の各地域の一押しイベント

お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
を
募
集
し
ま
す

 

「
観
光
バ
ス
や
観
光
列
車
き
ら
き
ら
う

え
つ
を
見
掛
け
た
ら
笑
顔
で
手
を
振

る
」、「
ご
み
が
落
ち
て
い
た
ら
拾
っ
て

ご
み
箱
に
捨
て
る
」、「
記
念
撮
影
を
し

て
い
る
人
が
い
た
ら
お
手
伝
い
す
る
」

な
ど
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
「
お
も
て

な
し
プ
ラ
ン
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
た
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
登

録
証
を
発
行
し
、
山
形
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
ま
す
。
個
人
・
団

体
・
企
業
・
学
校
で
応
募
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
募
集
期
間
は
九
月
十
三
日

○土
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
本
所
観
光

物
産
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲鼠ケ関漁船クルージング
　底引き網漁で使用する漁船に
乗り込み、夏の日本海を爽快に
クルージング。夕方出港のクルー
ジングでは、日本海に沈む美し
い夕日をたんのうできる
■問あつみ観光協会☎43‐3547

　

山
形
Ｄ
Ｃ
を
は
じ
め
観
光
で
本
市
を
訪
れ

る
方
々
に
、
笑
顔
と
と
も
に
お
も
て
な
し
の

心
で
迎
え
、「
ま
た
鶴
岡
に
行
き
た
い
」
と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
観
光
文
化
都
市
宣
言

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
「
一
番
の

お
も
て
な
し
」
と
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

本
市
へ
の
理
解
を
深
め
、
魅
力
や
価
値
を
知

り
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
で
す
。

　

山
形
Ｄ
Ｃ
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
特
集
の
お
問
合
せ
は
本
所
観
光
物
産

課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
４
８
へ
。

▲●３鶴岡伝統芸能祭
　獅子踊り、神楽、
太鼓など各地域の伝
統芸能を一堂に集め
て行う芸能祭

　この他にも多くのイベントが行われます。詳しくは鶴岡市観光連盟ＨHPや広報「つるおか」などをご覧ください。


